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標準による第三者認証の活用
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●基準・ルール・制度の作成
●不適合品の販売中止権限
●教育・指導・助言の実施

商品トップ

品質管理組織

商品部組織 店舗組織 物流組織開発組織

サプライチェーンの管理
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イオンではグループ全体で、サプライチェーンを構築し、
企画調達、生産、加工、物流、販売までをトータル管理しています

物
流

グループ各社約２００社

イオングループのサプライチェーン



プライベートブランドの品質管理



トップバリュの開発



トップバリュは、あらゆるシーンでお客さまの衣食住をサポートする
イオンのプライベートブランドです。

5つのこだわり

●お客さまの声を商品に活かし
ます

●安全と環境に配慮した安心な
商品をお届けします

●必要な情報をわかりやすく表
示します

●お買い得価格で提供します

●お客さまの満足をお約束しま
す

商品の責任はメーカーではなくイオン

プライベートブランド(TOPVALU)



項目ごとに適格の範囲と基準を逸脱したと
きの判定の範囲を示しています。

「適格」「観察事項(c)」「不適格(b)」
「重大な不適格(a)」

＊微生物基準については、期限時（消費期限、
賞味期限）の基準を示しています

ただし、黄色ブドウ球菌数が10×3/gを超
えた場合等、重大な不適合になる場合があり
ます

＊基準根拠には 基準の根拠とした法令等を
示しています

◆商品品質基準（食品仕入れ品質基準書）

品質管理について(Quality Control)



項目は「添加物」「化学物質」 「天
然物質」「その他」

＊化学的基準については、個々の 商
品の添加物使用が異なるため、 基準の
一例を示します。

＊基準根拠には 基準の根拠とした法令

等を示しています

品質管理について(Quality Control)



お客さまが期待する
１．基本的品質要件を満たす。
２．お客さまに提供したい付加的品質要件を満たす。

企画

工場評価

設計

試作・評価

仕様確定

販売管理

情報収集・改善

■５つのこだわり
■品質管理規定

＊お客さまの声・洞察
＊管理可能性確認

＊品質（性能・機能）設計
＊リスク評価・防御策
＊原料評価・工程評価

＊品質管理能力評価
＊工程管理能力評価
＊リスク評価・防御策・改善ＱＭＳ（9001）

ＦＳＭＳ（22000）

＊モニター評価
＊設計適合性評価
＊想定外項目の検証＊仕様内容再確認（契約）

＊表示確定

＊定期抜き取り検査
＊品質維持の検証
＊仕様・工場妥当性評価

＊お客さまの声収集・分析
＊事故分析・再発防止策

製造・検査

＊製造立会い
＊製品適合性評価
＊工場定期監査

お客さまの声
収集

企画

改善

・店舗でお客さまやコ
ミュニティ社員が評価

・試用試験の実施

トップバリュの品質管理



商品の企画段階で、アレルギー物質の危害分析や原料原産地の確認、お
客さまからの提案･要望や苦情情報に基づく商品設計を行います。

商品に想定されるリスクをあらかじめ回避する

・使用不可原材料を使用していないか

・原材料の変更時に変更先のメーカーの確
認
・使用している添加物の妥当性
・容器の強度は足りているか・・・など

トップバリュの商品設計



外部監査機関による監査を実施
しています。

工場に立入り検査を行ってい
ます。

法律に基づいた労働管理のされ
た工場を選定しています。

製造委託先の労働環境・環
境への配慮を確認！

•イオンCoC（Code of Conduct 
コード オブ コンダクト:取引行動
規範）に基づき、製造工場で働い
ている方々の安全や人権など労働
環境の確保ができているか、工場
の環境への配慮は十分かなどにつ
いて、各工場と約束を交すととも
に、外部監査機関による監査を実
施しています。

トップバリュの委託先選定基準CoC





【工場の調査で確認する要点】

（ISO22000／
FSMS:ﾌｰﾄﾞｾｰﾌﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ）

一般衛生管理（PRP）
製造工程管理（HACCP）
教育・資源
記録・文書管理
アウトソーシング管理
トレーサビリティ

栽培管理・農薬管理・
流通管理

安心ね

システムの活用

トップバリュの製造工程の評価



日本におけるトップバリュ仕様書の特徴
①原材料すべてを生鮮原料まで展開（４次まで）する

加工原材料に含まれる、アレルゲンや遺伝子組換えの情報をもらさない
②添加物の使用目的を記載 不要な添加物は排除する
③原材料の製造者に関する詳細情報を記載
④製品の製造工程におけるＣＣＰ危害分析を行っている

パン粉

油脂

マーガリン
パーム･大豆･菜

種

商品：ハンバーグ
1次原料

２次原料

３次原料
４次原料

仕様書（配合仕様）

トップバリュの商品仕様書



データベース

お客さま

窓口

店 舗

商品部、
トップバリュ開発担当者、

品質管理担当者

確認・対応

転送

問合せ内容
入力・報告

お問合せ

報告

商品・サービスに対するお客さまの声をデータベース
化し、継続的な改善に役だてます。

＊特に危害性の高いお申し出に素早く対応で
きる体制を普段から整えておくことが大切で
す。 ＊レポートラインの確立

お客さまの声を聞く



国際化への対応



ISO基準に基づいた開発・検査



飼料のこだわり

成長ホルモン剤、抗生物質、遺伝子組み換え飼料は使用せず、自然の中
で自然に近い方法で育てられています。

飼育環境
食品の安全と品質を確保するために、国際認定証規格SQFを取得。
肥育がはじまる1ヶ月前から専用牧場で牛の体調を整え、肥育後期の約
1ヶ月間は屋根付きの畜舎で肥育するなど、ストレスの少ない環境でゆっく
り育てています。

タスマニアビーフ



生アトランティックサーモン

飼料のこだわり

成長ホルモン剤、抗生物質、遺伝子組み換え飼料は使用せず、自然の
中で自然に近い方法で育てられています。

物流管理
-１～１℃という凍りそうで凍らない温度帯で徹底管理を行い、一度も冷
凍せず独自のルートで生のまま空輸。



島根安来農場

石川かほく農場
福井あわら農場

岩手花巻農場

大分九重農場
大分臼杵農場

茨城牛久農場

千葉柏農場

栃木宇都宮農場

埼玉羽生農場

埼玉松伏農場

埼玉久喜農場

山梨北杜農場

富士山中湖農場

兵庫三木
里脇農場

21農場
約320ha

※2016年6月現在

北海道三笠農場
北海道恵庭研究農場

三重いなべ農場
埼玉日高農場

NEW!!

NEW!!

イオンアグリ創造㈱生産拠点

広島安芸
高田農場

徳島あわ農場
NEW!!



を取得、推進します。

持続可能な農業を実践するために

安全を安心に、そして信頼



５月１０日定植 ルピアレッド ネットの出始め期
玉の大きさ １０×１５センチ
蒸して皮を柔らかくして太らせる。



GLOBAL G.A.P.

2009年 2010年

会社設立

2011年 2012年 2013年 2014年

1農場
2015年

会社設立当初よりGGAP認証取得を視野に入れ、制度設計を進めて
きた。
2010年より認証取得開始。
2011年からは単独農場ではなくマルチサイト
（本部機能＋複数農場）で認証取得。
今度も全直営農場で認証取得予定。

5農場

8農場

12農場

15農場
18農場

直営農場の認証取得数



おいしさへのこだわり

グループ経営の農場や牧場で育てた原料を積極的に使用

オーストラリア
タスマニア
フィードロット社

イオンアグリ創造



安全・安心へのこだわり

食品安全の認証規格SQFを取得





国際ルールメイクへの参画
GFSIでの活動について



消費財業界のグローバルネットワーク

70カ国 約400社（日本81社）

売り上げ総計2.5兆ユーロ(350兆円）

ザ・コンシューマー・グッズ・フォーラム（TCGF）

www.theconsumergoodsforum.com

2015年8月現在



GFSI理事会



食品安全に関するグローバルネットワーク

小売業者
サプライヤー

フードサービス業者

認証機関

国際機関

学術機関

政府

スキーム・オーナー

サービス

プロバイダー

認定機関

主要課題の提起/ 提案
定期的な会合と年一度の会議



GFSIのアプローチ

購買企業

サプライヤー
GFSI 承認スキーム

による認証
購買企業が

受け入れる認証
業界が共有する

ベネフィット

承認スキーム

一次生産者
…

製造業…



監査の重複を軽減

Once Certified, Accepted Everywhere
「一度認証されれば、どこでも通用する」



GFSI承認スキームを受け入れている企業



ガイダンスドキュメントと食品安全規格

ガイダンスドキュメント

GFSI承認スキーム

テクニカルWG



サプライチェーン全体を通した安全性

・食品システムの全セクターをカバ
ーする「農場から食卓まで」のア
プローチ

• GFSI 承認スキームは次の領域で進
行中
• N 食品ブローカー/代理店

• G ケータリング

• H 小売・卸売

• I 食品安全サービスの提供

• K 食品加工装置の製造

ペットフード



・イオン品質基準の制定
・生活品質科学研究所設立
・工場調査、PL診断の実施
・アレルゲン、放射能等で自主基準を設定

・タスマニア農場でのSQF取得
・イオンアグリによるG-GAP取得
・イオンフードサプライによるSQF取得
・GFSIへ参画

1980年代～
自主基準による差別化

2000年代～
食品安全のグローバリゼーション化

イオンとＧＦＳＩとの関わり

イオンの動向



イオンにおけるGFSIの活動

年 出来事

2000年 ★ＢＳＥ等の食品事故が相次ぎ、ＧＦＳＩが設立

2001年 AholdからBSE対策のアドバイスを受ける（ネットワークの活用）

2003年 タスマニア直営農場がＳＱＦの認証取得

2007年 ★ＧＦＳＩを自主採用する意思を大手小売業7社が表明
（Ahold, Metro, Wal-Mart, Carrefour, Migros, Tesco, Delhaize)

2009年 ＧＦＳＩ理事会の一員として、イオンより参画

2010年 イオンアグリ創造㈱が直営農場でGLOBAL G.A.Pの認証取得

2012年 ★GFSI日本ローカルグループを設立

2013年 ★JAPAN Food Safety Dayを開催

2014年 GFSI理事会議長に、ジェンク・グロル氏（イオン）就任

2015年 GFSI日本ローカルグループ議長としてイオンから就任



工場調査

ＰＬ診断
（製品安全性診断）

イオン
の調査

巡回指導

ＧＦＳＩ
認証規

格

他小売
の調査

（応用部分）

特定課題特化
非一律・重点化

（基礎部分）
一律・必須

一律・必須

GMaP準拠の
共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

Before After

GFSIを基軸とした品質管理体制へ



ご清聴ありがとうございました


